
 海外駐在員現地レポート・上海事務所（2024年 5月） 
 

報告者 日中経済協会上海事務所 北海道経済交流室長 廣瀬 彩   

（件名）第 33回ハルビン国際経済貿易商談会出展・浦本副知事の訪中について 

 

黒龍江省ハルビン市で開催された上記商談会に、北海道として 12 回目の出展を行いました。この商談

会は、中国では長い歴史を持つ重要な経済貿易博覧会の 1 つとなっています。 

また、黒竜江省は北海道の友好提携省であり、商談会への出展に合わせて浦本副知事が訪中し、メディ

ア等を通じた北海道の魅力発信や、黒竜江省政府との友好交流の深化など、様々な取組を行いました。 

期間：5 月 17 日（金）～5 月 21 日（火） 5 日間 

会場：黒竜江省国際博覧発展促進センター   

主催：中国国際商会、ハルビン市人民政府、黒竜江省商務庁、中国国際貿易促   

進委員会黒竜江省委員会 

出展品目：菓子、米、調味料、日本酒 等 27 品目 

 

この商談会は、普段ハルビン市内では見ること、触れることができない商

品が多く集まる場所と認識されており、バイヤーのほか一般市民の来場も多く、期間中を通じて非常に混

雑していました。 

北海道ブースでは、道産食品の紹介や商談のほか、観光やアイヌ・縄文文化の紹介を行いました。黒竜

江省は中国屈指の米どころですが、道産米「ななつぼし」の試食販売では、味だけではなく香りや粘度、

合わせやすい料理など様々な質問をした上で、多くの方に購入いただきました。 

ブースでやりとりのあったバイヤーからは、商談会後も商品に関する問い合わせがあるなど、強い関心

を持っていただく機会となりました。 

 今後もこの商談会への出展を通じて、ハルビンの皆様に北海道の美食や文化をお伝えしていきたいと

思っております。 
 

（件名）上海テレビ「中日新視界」出演について 
 
上海テレビが有する日本語チャンネル内で、上海に事務所を有する自治体の所長がリレー形式で出演

する番組「中日新視界」に出演しました。中国のテレビ局による当事務所の取材やスタジオ出演など貴重

な経験をしましたので、その様子をお伝えします。 

この番組は、全て日本語で構成され中国語字幕が付く番組で、毎週日曜日の夜に放送されています。 

25 年以上にわたり日本に関するコンテンツを発信し続ける中国で唯一の日本語テレビ番組として日本

語交流や日中民間交流を推進し、2022年には在上海日本国総領事館から在外公館長表彰を受けました。 

私が出演させていただいた「都道府県所長 CALL」は、事務所へのカメラ取材とスタジオでの収録の二

本立てです。 

事務所取材では、「他都府県にはない特徴や取組」として、道が海外における道産食品の識別力を高め、

北海道ブランドの保護を目的に作った「道産品輸出用シンボルマーク」や、北海道観光 PRキャラクター

「キュンちゃん」などを紹介しました。 

スタジオでは、事前に用意されたアンケートに沿って、番組 MC とのやりとりを収録しました。番組の

趣旨として、日本各地のあまり知られていない素朴な魅力を伝えること、中国で  生活する外国人から見て

新鮮に感じることを紹介する構成となっています。 

今回は、道内の多くの市町村が注力しているサイクリングに焦点を当て、観

光客が集中していないエリアでのレンタサイクルを利用した楽しみ方をご紹

介しました。 

プロデューサーや番組 MCとのやりとりを通じて、自分が知っている北海道と、

中国の皆さんが持つ北海道に対するイメージとの違いに気付くよい機会となりま

した。これからも様々な場をお借りしながら、北海道の情報を発信していきたいと

考えています。 


